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令和 6年度 第 8 回安全衛生委員会の開催結果について（お知らせ） 

 

シルバー派遣会員の皆様におかれましては、センター運営にご理解いただきあ

りがとうございます。 

さて、下記のとおり令和 6 年度第 8 回安全衛生委員会をセンターで開催いたし

ましたので、その内容等お知らせいたします。 

 

記 

 

１．開催日時  令和 6年 11月 27日（水） 12時 00分より 

         

２．協議内容 

 （１）冬に流行する感染症について 

   ・別添資料「冬に流行する感染症」を基に影響及び対策等について確認。 

  

３． その他 

  【産業医より】 

① 冬に流行する感染症について 

・マイコプラズマ肺炎、インフルエンザ、新型コロナウイルスの 3つ同時に発 

症する人もいる。マイコプラズマ肺炎以外はワクチン接種が有効なので接種 

を勧めたい。 

マイコプラズマ肺炎は特殊な抗生剤が有効であるので長引く咳の症状の時 

は診察を受けてほしい。気管支喘息に移行する場合もあるので要注意。 

オリンピックの開催年（４年周期）で流行するのでオリンピック病とも言わ 

れている。 

ノロウイルスは感染力が非常に高いので下痢や嘔吐の症状がある時は就業 

を控えるべき。 

とのアドバイスがありました。 

 

 

 



４．連絡事項 

 ① 健康診断の受診について（引き続き） 

   本年の健康診断のご予定はありますでしょうか？ 

労働契約法第 5 条に定められている「安全配慮義務」は発生することから、

派遣元事業所として把握する必要があるため、是非健康診断は毎年の受診をお

願いしますとともに、診断書のコピーをご提出いただきたくお願い申し上げま

す。 

   毎年、5 月頃川越市からの特定健康診査（ときもいきいき検診）について、

皆様にも通知が届いているかと思いますのでご検討ください。 

 

② 健康上の悩みなどについて 

   安全衛生委員会では、産業医を含めた委員会を開催しますので、就業上のス

トレスや健康上の悩みなど、相談したいことなどありましたら事務局担当まで

連絡又は書面にて頂きます様お願いいたします。 

 ※産業医の役割としては、健康診断とその結果に基づく措置、治療と仕事の両

立支援、ストレスチェック制度や長時間労働者に対する面接指導などがあり

ます。 

 

 ③ 自転車保険の加入について 

   埼玉県では、自転車の利用によって他人にケガをさせた場合に損害を補償で 

きる保険等への加入が義務付けられています。自転車事故で高額な賠償事例 

がありますので、今一度ご自身の加入している保険の確認をお願いします。 

 

 ④ 自動車保険（任意）の加入及び保険証券の控えの提出について 

   派遣会員においては、雇用関係が発生する為、自動車で通勤する場合に保険証 

券の控えをセンターにて保管させて頂いております。任意保険未加入の方は 

加入をお願いします。保険証券未提出の方はセンターへご提出をお願いしま 

す。 

  

◆ 日増しに寒くなってまいりました。今回の資料をご一読いただき、各自体調

管理の徹底をお願い致します。 

体調管理の徹底は勿論のこと、就業途上及び就業中の事故ゼロに向けて改め

てご認識下さいます様宜しくお願い致します。 
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ノロウイルスによる食中毒に注意！

ノロウイルスによる食中毒や感染性胃腸炎は、一年をとおして発生し

ていますが、特に冬に流行するとされています。

ノロウイルスは、少量でも手指や食品などを介して口から感染（経

口感染）し、下痢、おう吐、吐き気、腹痛などを起こします。 また、

一度感染した人でも、繰り返し感染することがあります。 特に子供や

高齢者、免疫の低下した方などは、ノロウイルスに感染した場合に症

状が重くなることがあるので、ご家庭でも特に注意が必要です。

また、ノロウイルスに感染した人は、症状が治まっても、または、

症状が出なくても、長い時は1カ月ほどウイルスを排出し続けているこ

とがあるとされ、この点についても注意が必要ですので、覚えておき

ましょう。

ノロウイルスといえば二枚貝を原因食品として思い浮かべる方もい

らっしゃるかもしれませんが、最近の傾向として食材自体にノロウイ

ルスがあることが原因ではなく、食品を取り扱う人がノロウイルスを

保有していて、調理や配膳過程においてそこから食品を汚染してしま

う場合もあり、様々な食品がノロウイルスに汚染されてしまう可能性

があります。
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家庭でできる食中毒予防のポイント☆

ノロウイルスによる食中毒を防ぐには ('ω')ノ

◇加熱 ◇手洗い ◇消毒
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人から人への感染が最も多いことから、周りの方々とも声をかけ

あって、一緒に手洗い、調理器具や調理台の消毒を徹底することが

重要となります。

ノロウイルスには、塩素系の消毒剤が有効とされています。

石けんでの手洗いは、手指に付着したウイルス量を減らすために

は最も効果的な方法ですので、調理前、食事前、トイレに行った後

は必ず石けんで手を洗いましょう。汚染された調理器具や調理台は、

消毒用エタノールや逆性石けん（塩化ベンザルコニウム）などが用

いられることがありますが、ノロウイルスを不活化する方法として

は、次亜塩素酸ナトリウム ※（塩素系漂白剤）、熱湯があります。

詳しくは ノロウイルスの消毒方法 をご覧ください。

おう吐物など感染性のあるものを扱う際は、使い捨てガウン（エ

プロン）、マスク及び手袋を利用し、ビニール袋などに密閉した上

で、廃棄しましょう。床や壁にもおう吐物が飛び散った場合は、

ペーパータオルや市販の凝固剤等を使用し、静かにふき取った後、

同じく次亜塩素酸ナトリウムで浸すように床をふき取りましょう。

※ 商品の成分に塩素系漂白剤と記載されています。次亜塩素酸ナ

トリウムは手指消毒に用いることはできず、使用できない調理器具

がありますので、使用上の注意をよく読み、使用できない場合は煮

沸消毒を行うか、次亜塩素酸ナトリウムが使用できる調理器具に切

り替えるなど工夫してみましょう。

ノロウイルスによる食中毒の原因 ((+_+))


